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目的　 近年の各種合成繊維製造技術を駆使して、 従来の合成繊維と異なる風合いを持つ’新合繊’

と呼ばれる布が婦人服に多用されている。 およそ４タイプに分類されるが、 なかでも超極細繊維を用、

いた高密度の布は特にシームバッカリングが生じやすく、 美しい縫目を得る｡のが困難とされ、 問題を

提起している。 本研究では、 新合繊布のシ ームパッカリングと布の力学特性並びに布面に垂直方向の

針貫通時の布と糸、 針との摩擦特性との関係を明らかにし、 シームパッカリングの機構を解析すると

ともに、布の力学特性からシームバッカリングを予測することを目的とする。

方法　日本の各社で生産されている代表的な新合繊布を収集した56種の布からタ’イプ別に試料を選

定した。縫目は前報の紳士スーツ地で取り上げIた直線縫目、 オーバーフィートの伴う円/弧と直線の縫

目、 細腹縫目の３種の縫目モデルを取り上げた。 直線縫目に関して糸張力を変化させた縫目をつくり、

パッカリングと縫糸張力との関係を顕微鏡により縫い糸の撚角度の変化を測定して定量的に捉え｡た。

また縫縮率は最近改良した非接触自動寸法測定装置を用いて精密m 定を行った。　パッカリングの評価

は縫製関係の熟練者および被服構成学担当教官によって５段階評価を行った。布の力学物性は基本力

学特性と布と針、 糸との摩擦特性をKES-FB システムとハンディ圧縮試験機を用いて測定した。

結果　シームバッカリングと縫糸張力との間に明確な関係が捉えられた。また、 パッカリングに関

係する力学量パラメータを判別分析、多変量回帰分析により明らかにし、布の曲げ、せん断、 引張変

形における変形のしやすさ、 弾性保有能と針貫流時の摩擦力からシームパッカリング値を予測する方

法を導いた。 さらに、 新合繊布のシームパッカリングに縫糸の初期伸張特性、表面特性の影響の大き

いことについても考察した。
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（ 目 的）革 衣 料 の 消 費 量 は 年 々 増 加し て い る が 、 革 の 縫 製 に つ い て の 研 究 は 立 ち 遅 れ て お り

そ の 確 立 が 望 まれ て い る 。 本 報 で は 牛 革 を 対 象 に 縫 目 強 さ の 分 布 、 革 に 適 す る 糸 、 針 、 針

目 数 の 選 定 等 、 縫 製 の 基 礎的 な 問 題 に つ い て 検 討しIt  。

（ 方 法）試 料 は 牛 革 の ステ ア で 、 仕上 げ の 特徴 は 銀 付 き 素 上 げ 調 仕 上 げ で あ り 、 薄 物 革（ 約0 .

61II]）厚 物 革（ 約1 . Onn ）の２種類 を 試 料 とし た 。 革 は 個 体 間あ る い は 部 位 に よ る 性 状 が 異 な る

ため 、 一 定 の 性 状 を 持 つ 部位 を 明 ら か に す る 必 要が あ る 。し た がっ て 、7 枚 の 牛 革 全 面 に

試 験 片 の 長 さ 方 向 を 背 線 に対 し て 平 行 方 向 、 垂 直 方向 にな名 よ う に 交 互 に 試 料 を 採 取し 、

工 業 用上 下 送り 本 縫い ミ シン を 用 い 、 回 転 数noorpn 、 ポ リ エ ス テ ルフ ィ ラ メ ント 糸#  40 、

普 通 針 ＃14 を 用い て 針目 数12 針 ／3CI11で 縫 製 後 、JIS L 1093 の グ ラ ブ 法 に 準 拠し て 縫 目 強 さ

試 験を 行 い 、 そ の 分 布 を 求 め た 。 次 に 標 準 値 を 表 わ す 部 位を 用 い て 牛 革 に 適 す る 糸 の 太 さ

と 針 目 数 、 針 の 種 類 と 太 さ に つ い て 検 討 を 行 っ た 。 縫 製 条 件 は ポリ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト

糸（ ＃50,40 ，30）、 ミ シ ン 針 は 普 通 針 と 皮 革 用 針（ ＃12,14,16 ）、M  R 針（ ＃2,3,4 ）の３種 、 針

目 数（,  12, 15 針 ／3C111)。 試 料 を ラ ン ダ ムに 割 り つ け て 縫製 し 、 縫目 強 さ 試 験 を 行 っ た 。
－

（ 結 果 ）縫 目 強 さ の 分 布 よ り 標準 値（X 土<T  ）を あ ら わ す部 位 が明 ら か とな り 、 そ の 範 囲 は

JIS K 6550 に 示 す物 理 試 験 用 試 験 片 採 取 部 位 と 比 較 す ると 大 部 分重 複 する が 、 幅 は 約1 . 2

倍 、 長 さ は 約2 . 5倍 で あ る 。 牛 革 に 適し た 糸 の 太 さ と 針目 数 を 検討 し た結 果 、 薄 物 革 で は

＃50 の ミ シ ン 糸 に 針目 数15 針／3C111、 ＃40 で は12 針 ／3cii、 厚 物 革で は ＃30 の 糸。に 針 目 数12 針

／3C1I1が 適 当で あ る 。。針 の 種 類 、 太 さ に よ る 縫 目 強 さ へ の著 し い 影響 は 認め ら れな か っ た 。


